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昭和３６年６月２６日から２７日にかけての降雨の状況 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和３６年６月２６日から２７日にかけての武庫川での被災写真 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 浸水を受けた市街地（産経新聞社提供） 

（出典：「第 37 号 伸びゆく三田」昭和 36年 7月 10 日）
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昭和36年6月降雨（甲武橋上流流域平均雨量)

無降雨6時間

前期降雨213mm

戦後最大流量をもたらした降雨 132mm

写真２ 浸水した三田駅前通り 
（出典：「三田市今昔」） 

写真３ 水びたしとなった三田駅前通り 

（神戸新聞(攝丹版) 昭和 36 年 6月 27 日） 

写真４ 池のようになった田畑＝三田市役所付近で 

（神戸新聞(攝丹版) 昭和 36 年 6月 27 日） 

参 考 
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写真８ 堤防決壊で黙々と作業する自衛隊員 

＝伊丹市荻野・天神川で、27 日午後 0時半頃写す 

（神戸新聞(阪神版) 昭和 36 年 6月 28 日） 

写真９ 第二阪神国道「武庫川大橋」西詰
め橋脚に土のうを積み、堤防のく
ずれを防ぐ＝西宮市武庫川町で、
27 日午後 2時 50 分ごろ写す 

（神戸新聞(阪神版) 昭和 36 年 6月 28 日）

写真５ ぽっかりと口をあけたような大きな傷口 
水は流れをかえ田へ流れ込んだ＝伊丹市
荒牧天王寺川で 

（神戸新聞(阪神版) 昭和 36年 6月 27 日）

写真６ もう夏とはいえ水は冷たい。しかし自衛隊
員はうずまく水中で仕事を続けた＝伊丹
市荻野天神川で 

（神戸新聞(阪神版) 昭和 36年 6月 27 日）

写真７ 伊丹・天神川堤防の補強工事に活躍する自
衛隊員 

（読売新聞(阪神版) 昭和 36年 6月 27 日）
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昭和３６年６月２６日から２７日にかけての武庫川での被災状況（新聞記事） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎日新聞  昭和 36 年 6月 27 日(夕刊) 

読売新聞(神戸版) 昭和 36 年 6月 27 日 

神戸新聞 昭和 36年 6月 26 日(夕刊) 毎日新聞 昭和 36 年 6月 26 日(夕刊) 

神戸新聞(阪神版) 昭和 36 年 6月 27 日 

神戸新聞(攝丹版) 昭和 36 年 6月 27 日 

毎日新聞 昭和 36 年 6月 27 日(夕刊) 
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朝日新聞(阪神版) 昭和 36 年 6 月 28 日 

神戸新聞 昭和 36年 6月 27 日(夕刊) 

朝日新聞 昭和 36 年 6月 28 日 

神戸新聞(阪神版) 昭和 36 年 6 月 28 日 

神戸新聞(阪神版) 昭和 36 年 6 月 28 日 
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宝塚市報（特集）昭和 36年 7月 5 日発行 神戸新聞(攝丹版) 昭和 36 年 6 月 29 日 
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資料 1-5 下流部築堤区間における河道対策の安全性の検討について 

 

 

 

 

 

要 旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「河川整備計画(原案) 第 4 章 河川整備の実施に関する事項 

第 1 節 洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項 

1 河川対策 (1)河道対策 ①下流部築堤区間」に関すること 

 密集市街地を流れる下流部築堤区間のうち、南武橋からJR東海道線橋梁間の約3km

区間は、洪水の流下能力が著しく低く、この区間の安全性向上は喫緊の課題である。

本資料は、この流下能力不足を根本的に解消し、早期かつ着実に安全性を向上さ

せるため、橋梁補強や堰・床止工の撤去も併用した河道掘削の実現可能性について、

以下の技術的検討を行い、その結果をとりまとめたものである。 

①水理模型実験による橋梁の安全性検討 

②１次元河床変動計算による長期的な河床の安定性 

③２次元河床変動計算による湾曲部等での局所的な河床低下 

④河床ボーリング調査による河床の地質（掘削後の河床の安定性） 

⑤堤防の浸透流計算による高水敷掘削後の堤防の安全性 

⑥塩水遡上及び地下水流動計算による河道対策が地下水に及ぼす影響検討 

 なお、模型実験並びに各種数値シミュレーションは、河道掘削が引き起こす様々

な現象の傾向を把握し、事業実施時の留意事項を明確にするために行ったものであ

り、数値結果を絶対視するものではない。 

事業実施にあたっては安全性確保に向けて、更なる検討を行うとともに、事業実

施後においてもモニタリングと維持管理を重視することが必要である。 

検討要旨 

１ 武庫川の概要 

２ 河道対策の概要 

３ 河道対策の安全性検討 

Ａ  水理模型実験 

Ｂ  １次元河床変動計算 

Ｃ  ２次元河床変動計算 

Ｄ  河床ボーリング調査 

Ｅ  堤防の浸透流計算 

Ｆ  塩水遡上・地下水計算 

下流築堤区間における高水敷掘削について 

４ 検討結果総括  
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武庫川水系河川整備計画(原案)等に関する説明用補足資料 
 

下流部築堤区間における河道対策の安全性の検討について  
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